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研究成果の概要（和文）：　本研究では、総括班として領域の研究推進を支援し、新たな研究概念の創出を支援
することを目的とする。最終的には、病原性発現に帰結する宿主特異的なウイルス複製とそれに対抗する宿主防
御メカニズムとの拮抗の分子基盤を理解し、ウイルス増殖の許容性／非許容性につながるウイルス側と宿主側の
特性（感染コンピテンシー）を明らかにし、扱うウイルスを超えて共通概念を抽出する研究を支援し、そのため
の異分野協業を推進する。
　

研究成果の概要（英文）：In this research, we aimed to promote the research among groups and to 
support the new research concepts. Along with the collaborative research, we will understand the 
molecular basis of host-specific viral replication resulting in pathogenecity and antagonism between
 host defense system and infectious agents. Based on these findings, we aimed to establish general 
concepts, which determine tolerance / non-tolerance against infectious agents, .

研究分野：ウイルス学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究では、総括班として領域の研究推進
を支援し、新たな研究概念の創出を支援する
ことを目的とする。最終的には、病原性発現
に帰結する宿主特異的なウイルス複製とそ
れに対抗する宿主防御メカニズムとの拮抗
の分子基盤を理解し、ウイルス増殖の許容性
／非許容性につながるウイルス側と宿主側
の特性（感染コンピテンシー）を明らかにし、
扱うウイルスを超えて共通概念を抽出する
研究を支援し、そのための異分野協業を推進
する。 
 
２．研究の目的 
 具体的な成果に繋がる有機的な研究連携
を促進する方策として、①研究者個々の研究
成果を共有するための領域会議の開催と②
領域内共同研究のコーディネート支援を行
う。領域全体は、主にウイルスを扱う研究者
と、構造生物学、オミックス解析、および数
理解析に関わる研究者で構成される。本領域
研究の推進には、両者の有機的な連携が最も
重要である。総括班は①、②を通じて積極的
に情報交換、共同研究の機会を提供する。ま
た、共同研究を推進する実質的な方策の一つ
として、共同研究インターンシップシステム
を運用する。領域研究をアップデートするた
めに、③領域外、および④国内外の研究者を
交えた研究集会の企画・運営、⑤国際会議へ
の参加や国際共同研究の支援を行う。③、④
では、広く感染症研究者や構造生物学を含む
分子生物学研究者への情報発信もかねて、公
開国際シンポジウムを開催する。社会・国民
に対しては、一般向けの講演会を開催する予
定である。研究領域の研究者には、総説誌や
一般雑誌への寄稿を推奨し、社会への情報還
元につとめる。領域のホームページを頻繁に
更新して、情報の公開につとめる。 
 
３．研究の方法 
研究実施計画として、（１）総括班会議・
領域会議の開催、（２）公募研究班員の募集
方針を決定し、募集と選定、（３）共同研究
インターンシップシステムの運用、（４）研
究成果の社会・国民、領域内外への発信、（５）
国際会議の主催・共催、（６）若手研究者の
育成があげられる。各詳細は以下のとおりで
ある。 
（１）総括班会議・領域会議を開催した。 
（２）公募班員は、計画研究班員に不足して
いる研究分野および領域に必要とされる技
術を有する研究者を募集した。 

（３）共同研究インターンシップシステムは、
各研究代表者および研究分担者が進める研
究に参加する博士研究員、研究員、あるいは
大学院生を、感染症に関わる研究室の者は構
造生物学、数理解析学、オミックス解析に関
わる研究室に、あるいはその逆に構造生物学、
数理解析学、オミックス解析に関わる研究室
の者は感染症に関わる研究室に派遣し、方
法・手技を相手の研究体制の中で実践させる。
単なる講習会ではなく、各自が持っている共
同研究の種を開花させる目的をもって派遣
を行った。 
（４）研究成果を情報発信する方法として、
ホームページの運用およびニュースレター
の発刊、一般向けの講演会を開催した。研究
領域の研究者には、総説誌や一般雑誌への寄
稿を推奨し、社会への情報還元につとめた。
また、高大連携などの機会を捉え、研究領域
の研究者の派遣を図った。領域のホームペー
ジを頻繁に更新して、情報の公開につとめた。 
（５）3 年目と 5 年目に領域主催の国際会議
を開催した。また、関連学会主催の国際学会
についても共催として支援した。 
（６）若手研究者の育成のため、若手研究者
を対象とした研究会の開催および各種研究
会への参加支援を行った。 
 
４．研究成果 
（１）総括班会議・領域会議の開催 
各年度で 1～2 回、計 9 回の領域会議と総
括班会議を開催し、本領域の方向性と研究方
針を議論した。第 2回領域会議からは、公募
班員も参加して最新の知見について議論し、
領域内の情報交換と交流を深めた。 
 
（２）公募研究班員の募集方針を決定し、募
集と選定 
 細胞侵入から子孫粒子形成に至るウイル
ス複製過程における宿主の特性に焦点を絞
り、計画研究で網羅できないウイルスを対象
とした提案、病理学的基盤のしっかりした個
体レベルの研究提案、宿主としての種の違い
に観点をおいた提案、ならびに、原子、分子、
ナノスケールでの解析を行う提案、インフォ
マティクスやケミカルバイオロジーを含め
たポストゲノム時代を背景にした研究の提
案を主題として、研究を公募した。その結果、
前期と後期で 37 件の公募班員を採択してい
る。 
 
（３）共同研究インターンシップシステムの
運用 



本インターンシップでは、班員が進める研
究に参加する若手研究員・大学院生を、ウイ
ルス感染症に関わる研究室から構造生物学
／数理科学／オミックス解析に関わる研究
室に、あるいはその逆に若手を派遣し、方
法・手技を相手の研究体制の中で実践し、単
なる講習会ではなく、共同研究を推進する目
的をもって派遣を行っている。これまで、10
件のインターンシップを支援した。研究室が
近隣のため、インターンシップによる資金的
な支援を受けていないが、これ以外にも研究
分野を横断した 20 件以上の領域内共同研究
が始まっている（そのうち、構造生物学関連
6 件、数理科学関連 4 件、オミックス関連 4
件）。 
 
（４）研究成果の社会・国民、領域内外への
発信 
 ホ ー ム ペ ー ジ
（ http://www.md.tsukuba.ac.jp/basic-med/infco
mpetence/、2017年 5月現在 22,389 PV）を立
ち上げ、各研究班の研究概要と業績を随時掲
載している。また、年 1度のニュースレター
を発刊した。 
 
（５）国際会議の主催・共催 
関連研究集会の開催、支援として、第12回
あわじしま免疫・感染症フォーラムを主催し
た。領域会議以外でも班員が多数参加し、討
論の機会が増えた。国際シンポジウムは3年目
ならびに5年目に開催した。 
 
（６）若手研究者の育成 
本領域では、若手研究者を対象とした①研
究会の開催、②各種研究会への参加支援を行
う。 
① 研究会の開催 

2013年 1月に The 2nd Meeting on RNA and 
Biofunctions-ASIA study（博多）、2013年 5月
に第 10 回ウイルス学キャンプ（湯河原）の
運営を補助し、2013年 9月に感染コンピテン
シー若手研究会（湘南国際村）を主催した。 

The 2nd Meeting on RNA and 
Biofunctions-ASIA studyは機能性 RNAに関わ
る研究者を集めた国際会議であり、台湾（4
名）と韓国（2名）、の研究者が参加し、本領
域の若手研究者を多く参加させることで、国
外の研究者やウイルス領域外の研究者との
人的交流のサポートを行った（参加者 47名）。
また、ウイルス学キャンプでは、領域内外の
ウイルスを専門とする研究者（参加者 26名）
が参加し、若手研究者の啓蒙、交流の場とし

た。本領域が主催する若手会である、感染コ
ンピテンシー若手研究会では、本領域の若手
を中心に、企業の研究員（キリン、アステラ
ス製薬等）も参加して開催した（参加者 28
名）。本研究会では、次世代の新学術領域を
組織する基盤形成を目標に、学際的な共同研
究や産学連携研究を推進するための研究成
果発表と人的交流を行った。 
② 各種研究会への参加支援 
 領域の若手研究者の国際学会への参加を
支援した（計 8件）。 
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